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2024年５月期第２四半期業績予想値と実績値との差異及び 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 2024年５月期第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異についてお知らせいたしますと

ともに、最近の業績動向等を踏まえ、2023年７月６日に公表した通期の連結及び個別業績予想を下

記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

  

記 

 

１．2024年５月期第２四半期（累計）連結業績予想値と実績値との差異（2023年６月１日～2023年11月30日）

 （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（A） 124,800 2,700 2,700 1,600 114円86銭 

実  績  値（B） 131,787 3,955 4,052 2,488 178円68銭 

増  減  額（B－A） 6,987 1,255 1,352 888 ― 

増  減  率（％） 5.6 46.5 50.1 55.6 ― 

(ご参考) 

前年同四半期実績 
116,776 1,073 1,332 771 55円36銭 

 

２．2024年５月期第２四半期（累計）個別業績予想値と実績値との差異（2023年６月１日～2023年11月30日）           

  (単位：百万円)        

 
売 上 高 経 常 利 益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（A） 110,600 2,600 1,600 114円86銭 

実  績  値（B） 117,758 3,943 2,457 176円45銭 

増  減  額（B－A） 7,158 1,343 857 ― 

増  減  率（％） 6.5 51.7 53.6 ― 

(ご参考) 

前年同四半期実績 
102,348 1,465 848 60円91銭 

 



３．2024年５月期通期連結業績予想値の修正（2023年６月１日～2024年５月31日） 

                  （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 257,200 6,100 6,100 3,700 265円63銭 

今回修正予想（B） 264,187 7,355 7,452 4,588 329円39銭 

増  減  額（B－A） 6,987 1,255 1,352 888 ― 

増  減  率（％） 2.7 20.6 22.2 24.0 ― 

(ご参考) 

前年同期実績 
242,243 4,497 4,844 3,116 223円73銭 

 

４．2024年５月期通期個別業績予想値の修正（2023年６月１日～2024年５月31日）          

  （単位：百万円）        

 
売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 227,400 6,000 3,600 258円45銭 

今回修正予想（B） 234,558 7,343 4,588 319円98銭 

増  減  額（B－A） 7,158 1,343 857 ― 

増  減  率（％） 3.1 22.4 23.8 ― 

(ご参考) 

前年同期実績 
212,943 5,135 4,810 236円15銭 

 

５．差異及び修正の理由 

当第２四半期累計期間の連結及び個別の業績予想値と実績値との差異につきましては、既存店売

上高前年比を100.3％と予想としておりましたが、当社が持つ優位性である競合他社との価格差がよ

り顕著となり、お客様からご支持をいただくことができ、同比107.1％と大きく予想値を上回ったこ

とや、電気代の削減、生産性向上による人件費の削減など当初の計画していた以上に改善が進んだ

ことから、前回発表の予想を連結、個別ともに上回りました。 

また、2024年５月期通期連結及び個別業績予想につきましては、①当初上期に出店を見込んでい

た店舗が下期の出店へ時期がずれたことによる初期コスト（開店時の費用）の下期へのシフト、②

2024年４月からの物流2024年問題も含めた物流費などのコスト高要因、③2023年７月６日に公表し

た当初予想においても上期よりも下期の売上高及び各利益を多く見込んでいたこと、以上より下期

の業績予想は据え置き、上記の通り修正いたします。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は今後様々な不確定要因によって予想数値と異なる場合があります。 

        

   以  上 


